
誰もが暮らしやすい社会へ



普段の生活で…

こ困ったな

不便だな
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【現在】

多くの場所で、
ユニバーサルデザインが普及している

不便なことの多くは解消されつつある

2



しかし！！

全ての場所が
ユニバーサルデザイン
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誰もが暮らしやすい社会

三つの提案
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① トイレの荷物置き場
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これは何でしょう？

トイレにある
荷物を掛けるフック
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多くのトイレでは…

高い位置に荷物を

掛けるフックがある
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フックの設置基準

男性：１８５cm

女性：１７０cm
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子ども 車椅子利用者

１００～１２０ｃｍ

が望ましい高さ

高齢者

バリアフリートイレ
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フックの設置基準

高速道路では170cm

の高さで設置
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高齢者

車椅子利用者

手が届かない
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考えた工夫

全てのトイレの足元に、

折畳式や出し入れ可能な荷物置き

を設置する！
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子ども・高齢者・車椅子を使用している人

誰で誰でも清潔な場所に
荷物を置くことができる
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②商品の陳列方法
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高い位置に

陳列された商品

全員が手が
届く訳ではない
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車椅子に座っている人の目の高さ

平均120〜130cm程度

床から80〜120cmが手の届きやすい
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考えた工夫

商品を陳列するときに…

左半分 → 下から上へ

右半分 → 上から下へ
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その他にも…

AIを活用

子どもや高齢者の多くが購入し
ている商品を分析

該当する商品は低い位置に陳列
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自動販売機でも同じように

車椅子利用者や子どもには届

きにくい場合がある

自販機のお金を入れる投入口
は、従来は床から120cm前後
の高さに設置
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ユニバーサルデザイン対応自販機では

誰もが使いやすい自動販売
機を増やし、こうした取り
組みを長崎から広げていっ
てほしい

投入口やボタンを床から90

〜110cmの位置に設置
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③ 横断歩道と道路にある
         段差・横断側溝
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横断歩道と道路にある段差

歩道と横断歩道の
接続部では、段差
は2cmが標準

誰もが段差を意識できる高さ
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横断側溝とは

道路の雨水を流すた
めの溝で、金属製の
格子やコンクリート
で覆われている。
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横断歩道と道路にある段差

横断側溝の隙間
に前輪がはまり、
動けなくなった。
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横断歩道と道路にある段差

横断側溝の隙間に車輪が

はまり、動けなくなる可

能性がある

不安に感じる
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・段差や溝をできるだけ小さくする

・緩やかな傾斜や滑りにくい素材を

使った道路設計

考えた工夫
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誰もが暮らし
やすい社会

トイレの
荷物置き

商品陳列

自動販売機
横断歩道の
段差や側溝
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小さな工夫を取り入れ、普及させていく

全員が、毎日快適に暮らすことができる

「誰もが暮らしやすい社会」が実現！！
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卒業生の取組
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ご清聴ありがとうございました。
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